
 

 

令 和 ８ 年 度  事 業 計 画  

 

基 本 方 針  

人 口 減 少 、 少 子 高 齢 化 が 進 行 し 、 高 齢 者 の よ り 一 層 の 活 躍 が

期 待 さ れ る 中 で 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー は 、 人 生 1 0 0 年 時 代 を

見 据 え 、 地 域 の 高 齢 者 が 就 業 を 通 じ て 地 域 社 会 に 貢 献 し 、 高 齢

者 の 生 き が い や 居 場 所 づ く り の 場 と し て 重 要 な 役 割 を 担 っ て い

ま す 。  

 

政 府 は 、「 高 年 齢 者 等 の 雇 用 の 安 定 等 に 関 す る 法 律 」の 改 正 に

よ り 、企 業 に よ る 7 0 歳 ま で の 就 業 機 会 確 保 等 を 内 容 と す る 施 策

を 進 め て お り 、す で に 平 均 年 齢 が 7 6 歳 で あ る 当 市 シ ル バ ー 人 材

セ ン タ ー 会 員 の 高 齢 化 は 今 後 も 一 層 進 む こ と が 見 込 ま れ て い ま

す 。  

 

こ う し た 社 会 情 勢 の 中 に あ っ て 、 当 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー

は 、 地 域 の 特 色 や 実 情 を 踏 ま え た 会 員 拡 大 と 安 全 就 業 の た め の

積 極 的 な 取 り 組 み を 強 化 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 基 本 理 念 で あ る「 自 主・自 立・共 働 ・

共 助 」 の 理 念 の も と 、 会 員 全 員 が 自 分 の ラ イ フ ス タ イ ル に 合 致

し た 、 楽 し く や り が い の あ る 仕 事 が で き る シ ル バ ー 人 材 セ ン タ

ー を 目 指 し て ま い り ま す 。  

 

 

重 点 事 項  

（ １ ） 会 員 の 確 保 （ 新 規 入 会 者 促 進 ）  

（ ２ ） 安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進  

（ ３ ） 地 域 社 会 へ の 貢 献 と 普 及 啓 発 活 動 の 推 進  

（ ４ ） 就 業 機 会 の 確 保  

（ ５ ） 適 正 な 事 務 ・ 事 業 の 執 行  



実 施 計 画  

（ １ ） 会 員 の 確 保 （ 新 規 入 会 者 促 進 ）  

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー が こ れ か ら も 地 域 の 期 待 に 応 え 、 ま た

多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し て い く た め 、 会 員 の 確 保 が 必 要 不 可 欠 で

す 。 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 理 念 を 理 解 し 、 健 康 で 働 く 意 欲 の

あ る 会 員 の 豊 か な 経 験 と 知 識 を 地 域 社 会 に 活 か せ る よ う 、 会 員

の 入 会 促 進 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

 

① 「 シ ル バ ー の 日 」 な ど イ ベ ン ト で の Ｐ Ｒ 活 動 の 実 施  

② 口 コ ミ で 近 隣 、 知 人 、 就 業 先 で の 勧 誘  

③ 入 会 説 明 会 で の セ ン タ ー の 目 的 ・ 趣 旨 の 十 分 な 周 知  

④ 市 ホ ー ム ペ ー ジ 及 び 市 広 報 誌 「 つ な が り 」 で の 入 会 案 内  

⑤ 各 種 イ ベ ン ト 等 で の 勧 誘 チ ラ シ の 配 布  

 

（ ２ ） 安 全 ・ 適 正 就 業 の 推 進  

就 業 に つ い て は 、 各 会 員 の 能 力 等 に 合 っ た 仕 事 を 通 じ て 、 健

康 ・ 生 き が い ・ 社 会 参 加 を 安 全 に 遂 行 で き る よ う に す る こ と が

重 要 な 課 題 で す 。  

 し か し な が ら 、 毎 年 多 く の 同 じ よ う な 事 故 が 発 生 し 続 け て い

ま す 。 事 故 が 減 ら な い の は 、「 自 分 に は 関 係 な い 」「 自 分 は 大 丈

夫 」 と い う 思 い 込 み と 作 業 の 慣 れ か ら く る 安 全 手 順 の 無 視 が 大

き な 原 因 で あ る と 考 え て い ま す 。  

 常 に 安 全 対 策 を 意 識 し 、 事 故 等 は 自 分 だ け で な く 相 手 に も つ

ら い 思 い を さ せ て し ま う こ と を 忘 れ ず に 、 安 全 意 識 の 向 上 ・ 啓

発 を 図 っ て ま い り ま す 。  

 

① 事 故 の 未 然 防 止 の た め 、 安 全 就 業 基 準 の 遵 守  

② 発 生 事 故 の 検 証 ・ 分 析 を 行 い 、 対 策 を 講 じ る  

③ 安 全 パ ト ロ ー ル の 実 施 と 違 反 事 項 に 対 す る 指 導 の 徹 底  

④ 安 全 就 業 対 策 委 員 会 の 実 施 と 会 員 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク   

⑤ 受 注 時 に お け る 危 険 作 業 （ 高 所 、 重 量 物 、 単 独 作 業 等 ） の  

排 除 や 会 員 の 適 性 に 応 じ た 仕 事 の 紹 介  

⑥ 高 齢 会 員 へ の 健 康 状 態 の 確 認  

⑦ 班 単 位 の 就 業 場 所 に お い て は 、 リ ー ダ ー を 選 任 し 、 会 員 間  



 の 意 思 疎 通 と 相 互 に 注 意 し 合 う こ と で 技 能 向 上 を 図 る  

⑧ 毎 月 発 行 の 「 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー ニ ュ ー ス 」 に 安 全 ・ 適

正 就 業 に か か る 啓 発 記 事 を 掲 載  

⑨ 就 業 規 約 に 抵 触 や 就 業 場 所 に 対 し 不 適 応 な 会 員 へ の 注 意 喚  

起 と 就 業 替 え 提 案 の 実 施  

 

（ ３ ） 地 域 社 会 へ の 貢 献 と 普 及 啓 発 活 動 の 推 進  

セ ン タ ー の 目 的 や 事 業 内 容 を 広 く 周 知 す る と と も に 、 公 益 社

団 法 人 の 目 的 の 一 環 と し て 、 地 域 行 事 へ の 協 力 や 地 域 に 根 差 し

た 社 会 貢 献 活 動 を 推 進 し ま す 。  

 

① 普 及 啓 発 月 間 を 活 用 し 、 セ ン タ ー 事 業 の Ｐ Ｒ や 社 会 的 意 義  

を 広 め 、 地 域 と の 連 携 を 図 る 事 業 を 実 施  

② 地 域 社 会 に 密 着 し た 公 益 活 動 の 一 環 と し て ボ ラ ン テ ィ ア 活  

動 を 実 施 し 、 セ ン タ ー 事 業 や 内 容 に つ い て 啓 発 活 動 を 行 う  

③ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー ニ ュ ー ス な ど 事 務 局 か ら 提 供 す る 情

報 に よ る 会 員 自 身 の 意 識 改 善 や 意 欲 向 上 を 行 う  

 

（ ４ ） 就 業 機 会 の 確 保  

就 業 機 会 の 確 保 と 現 在 の 就 業 の 継 続 、 セ ン タ ー 事 業 の Ｐ Ｒ 活

動 を 積 極 的 に 行 っ て ま い り ま す 。  

ま た 、 近 年 増 加 し て い る 派 遣 事 業 で は 、 比 較 的 安 定 し た 契 約

を 維 持 で き て い る こ と か ら 、 派 遣 会 員 の 拡 大 と 新 た な 派 遣 先 の

開 拓 は セ ン タ ー 経 営 の 安 定 に 寄 与 す る も の と 考 え ら れ る た め 、

派 遣 事 業 拡 大 に 向 け た 活 動 を 推 進 す る 。  

 

① 行 事 参 加 時 な ど に お け る Ｐ Ｒ 活 動 の 実 施   

② 口 コ ミ に よ る 近 隣 、 知 人 等 へ の 営 業 活 動  

③ ロ ー テ ー シ ョ ン 就 業 の 推 進 と 就 業 時 間 制 限 の 遵 守  

④ 随 時 の 個 人 就 業 相 談 、 求 人 一 覧 表 の 活 用 及 び 促 進  

⑤ 役 職 員 の 連 携 に よ る 新 規 開 拓 、 得 意 先 へ の 営 業 活 動 の 展 開  

⑥ 新 規 分 野 進 出 の た め の 調 査 、 研 究 等 の 実 施  

⑦ 行 政 機 関 や 公 的 団 体 等 と の 連 携 ･協 力 お よ び シ ル バ ー 派 遣  

事 業 の 活 用 に よ る 就 業 機 会 の 確 保  



（ ５ ） 適 正 な 事 務 ・ 事 業 の 執 行  

公 益 社 団 法 人 と し て 適 正 な 運 営 を し て い く た め 、 法 令 の 遵 守

と 適 正 な 事 務 執 行 は 基 本 と な る 事 柄 で す 。 ま た 、 効 率 的 な 業 務

執 行 に よ り 、 健 全 経 営 が 継 続 で き る よ う 努 め て ま い り ま す 。  

 

① 個 人 情 報 の 保 護 、 守 秘 義 務 徹 底 及 び 規 程 に 則 っ た 文 書 管 理  

② 研 修 会 等 を 通 じ て 事 業 運 営 に 必 要 な 知 識 の 習 得 や ス キ ル ア  

 ッ プ に 努 め る  

③ 効 率 的 か つ 効 果 的 な 事 業 の 運 営 や 財 政 の 健 全 化 に 努 め 、 公  

益 社 団 法 人 と し て 適 正 な 事 務 の 遂 行  

④ 新 規 事 業 ・ 独 自 事 業 実 施 の 際 は 、 法 令 や 手 法 、 他 セ ン タ ー  

で の 事 例 調 査 な ど 十 分 な 研 究 を 行 う  

⑤ 資 産 や 備 品 の 購 入・リ ー ス 時 は 使 用 頻 度 や 効 率 性 を 調 査 し 、 

費 用 対 効 果 を 考 慮 す る 。  

 

 


